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はじめに
アメリカ人の ％はキリスト教を信仰している。そのうちの ％はプロテ
スタントであるが、その内訳は、主流派教会に属する信徒が ％、福音派教会
に属する信徒が ％、黒人教会の信徒が ％である。)
主流派教会の信徒は、共同体主義的な立場から「静かに」地域社会における貧困
問題への救済活動などに関わってきた。また、幅広い連携を通してさまざまな活動
を展開することでも知られている。主流派教会に属する信徒の多くは政治的にはリ
ベラルであり、近年浮動票化しつつあり、共和党よりも民主党を支持する傾向があ
る。)
)
一方、福音派教会の信徒は、 年代以降福音派の下位集団である一部の原理
主義者が中心となって宗教右派と呼ばれる社会政治運動を展開し、アメリカの政治
に大きな影響力を持つようになった。彼らは政治的には保守派であり、特に、
年以降、共和党の強固な支持母体となった。)原理主義者は特に、社会的には
閉じた関係を維持し、異なる信仰を持つ市民とは連携をとらない傾向がある。)し
かしながら近年、福音派のなかにも政治的には穏健もしくはリベラルなイデオロギ
ーに共感し、民主党を支持する信徒の存在が指摘されるようになった。)
このように、信仰と政治的イデオロギー、信仰と政党支持との間にはある程度の
親和性の存在が認められている。さらに、ソーシャル・キャピタルにおいては、保
守的な福音派、特に原理主義者の高度の「結束型」が、主流派では高度の「橋渡
型」が特徴として報告されている。)
本研究は、アメリカにおけるプロテスタントの宗教的・政治的状況を、フィール
ド・ワークによる実証的なデータで検証し、①信仰と政治的イデオロギー、②信仰
と政党支持、③信仰とソーシャル・キャピタルの間に見られる諸関係に関する基礎
的データを収集し、分析することを目的としている。本稿はあくまでも中間報告で
あることをあらかじめ明記しておきたい。
Ⅰ．調査の概要
本研究の調査およびデータの収集はカリフォルニア州モデスト市で行った。モデ
スト市は州都サクラメントの南 キロの距離に位置する人口およそ 万人の都
市である。モデスト市はスタウニスラス郡の郡庁所在地でもある。主な産業は農業
であるが、世界でも最大規模を誇るガロ・ワイナリーがこの地に本社を置くことで
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拙稿「第 章 ソーシャル・キャピタルとボランタリズム―宗教ボランティアと宗
教的ソーシャル・キャピタルをめぐって」 ～ 頁、稲葉陽二編『ソーシャル・キャピタルの潜在力』
日本評論社、
も知られる。
年の国勢調査 )によると、モデスト市の人種構成は、白人 ％、アフリ
カ系アメリカ人 ％、先住アメリカ人 ％、アジア系アメリカ人 ％、太
平洋諸島系アメリカ人 ％、ヒスパニック系アメリカ人 ％となっている。
世帯当たりの年間所得は、 ドル（全国平均： ドル）であり、人口
万人に占める高卒者の割合は ％（全国平均： ％）で、大卒者は ％
（全国平均： ％）である。モデスト市は、 割を占める白人についで人口のお
よそ 分の をヒスパニックが占め、年間所得および学歴ともに全国レベルをや
や下回っていることが分かる。
調査の実施形態であるが、 項目からなるアンケート用紙を作成し、 年
月に つの教会に合計 部を配布して、アンケート調査を実施した。アンケー
ト用紙を回収したのは、 年 月であり、回収できたのはモデスト市内の つ
のプロテスタント教会からの 部であった。本研究では、この つの教会はそれ
ぞれ、教会 、教会 、教会 、教会 と呼ぶことにする。サンプル数は であ
り、回収率は ％である。回収した教会ごとのサンプル数は、教会 ＝ 、教
会 ＝ 、教会 ＝ 、教会 ＝ である。
サンプルの平均年齢は、 歳であり、男性が 人、女性が 人である。教会
は、男性 人、女性 人で、平均年齢は 歳である。教会 は、男性 人、女
性 人であり、平均年齢は 歳である。教会 は、男性 人、女性 人、平均
年齢は 歳である。教会 は、男性 人で年齢は 歳である。
信仰形態に関しては、教会 は敬虔派・再洗礼派の影響下に成長した教会であ
る。教会 は主流派に属するメソジスト派の教会である。教会 は神学的には保
守的なバプテスト派に属する教会である。教会 はペンテコステ派教会の教派ア
センブリーズ・オブ・ゴッドに属しており、教会員の大半は保守的な福音派や原理
主義者であるとされる。しかしながら、教会 からのサンプル数は にすぎなか
った。教会の選定は福音派、主流派など一方に偏らないよう配慮したが、神学的に
保守的な教会 の回収率の低さにより、データの偏りが結果的に生じた。
Ⅱ．調査項目と定義
(）福音派
福音派はさまざまな定義が存在する。ここでは つの定義を紹介し、本研究で
使用する定義を示したい。
デヴィッド・ベビントンは、①人生を改変するような神の体験、つまり回心体験
（ボーン・アゲイン体験）、②聖書を宗教的に究極的な拠り所とみなす聖書主義、③
信仰を他者と共有する行動主義、④十字架上のキリストの死による代理贖罪を、福
音派の信仰の特徴としている。)多くの研究者がベビントンの定義を用いている。
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一方、ギャラップ調査 )では、 年以来一貫して調査を行い時系列でデータ
を蓄積しているため、本研究にとっても有用性は高い。ギャラップ調査は、①ボー
ン・アゲインの回心体験、②イエス・キリストへの帰依を他者に奨励する福音の拡
大、③聖書は神の言葉だと信じる聖書の「無謬性」、という つの項目を福音派の
定義として調査に使用してきた。この定義によれば、 ％のアメリカ人の信仰形
態がこの つの項目に当てはまり、福音派ということになる。このほかにギャラ
ップ調査が採用してきた福音派の定義は、「ボーン・アゲイン」体験を持つか、あ
るいは、「福音派」であるかどうかを直接的に尋ねる方法である。この方法による
と、 年以来アメリカ人の ％から ％が福音派ということになる。なお、
ギャラップ調査では、カトリック教徒とアフリカ系アメリカ人は福音派の範疇から
除外されている。前者は歴史的な伝統や信仰の形態が異なることから、後者は
割が民主党候補に投票するという傾向があるからである。したがって、回心体験を
有するプロテスタントの白人アメリカ人の ％～ ％が福音派ということにな
る。
本研究では、べビントンとギャラップ調査の定義で共通する部分として①ボー
ン・アゲイン体験、②福音の拡大、③聖書主義とその無謬性を採用し、その つ
の項目にベビントンの④キリストの代理贖罪を加えた。さらには、直接的に⑤「福
音派」の自己認識があるかどうかを問う項目を追加している。これら つの項目
から次の つの質問を設定した。
質問
「あなたは自分を福音派と呼びますか? その場合、そうでない場合、なぜ
ですか?」
「聖書は神の言葉であり、したがって、その中に誤りがないことを信じます
か?」
「回心体験、または『ボーン・アゲイン』体験をしたことがありますか?」
「キリストはあなた自身の個人的な救い主だということを信じますか?」
「福音のメッセージを、キリスト教を信じない人々に自ら進んで伝えたいで
すか?」
(）原理主義
ジョージ・マースデン )やナンシー・アマーマン )によれば、原理主義者は一
般に福音派の 項目の信仰（①ボーン・アゲイン体験、②福音の拡大、③聖書主
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義とその無謬性、④キリストの代理贖罪）を共有し、これらに加えて、⑤ディスペ
ンセーショナル・プレミレニアリズムを信じ、⑥世俗との分離主義を貫く。本研究
では、原理主義者に関する被験者のイメージを理解するために敢えて神学論には触
れず、原理主義者としての自覚があるかどうか、さらには原理主義者の定義を被験
者に尋ねた。加えて、子供の教育で、公教育、私立学校での教育、在宅教育（ホー
ム・スクーリング）のいずれを採用しているかを尋ねた。世俗的な教育を避けるた
めに在宅教育を採用しているかどうかを調べるためである。以上のことから、次の
ような質問を設定した。
質問
「あなたは自分を原理主義者と呼びますか? その場合、そうでない場合、
それはなぜですか?」
「原理主義者とはどのような人ですか?」
「あなたはあなたの子供を公立学校に通わせていますか?」
「もし“ ”なら、あなたの子供をどのように教育していますか? また
それはなぜですか?」「宗教とはかかわりのない私立学校」「キリスト教の
学校」「在宅教育」
(）政治的イデオロギー
先述のように、神学的な保守派は政治的に保守的なイデオロギーを選好し、神学
的なリベラル派はリベラルな政治的イデオロギーを選好する傾向がある。このこと
から、次のような質問を設定した。
質問
「あなたは政治的に保守派ですか、リベラル派ですか?」
(）政党支持
政党支持については、被験者が直接、次のように具体的な支持政党名を選択でき
るようにした。
質問
「政治で支持する政党はありますか? もしあれば、それはどちらですか?
そしてなぜですか?」「共和党」「民主党」「その他」「なし」
(）ソーシャル・キャピタル
ロバート・パットナム )は、ソーシャル・キャピタルとは、ある集団の中で形
成された「社会的ネットワーク」、「互酬性の規範」、「相互扶助」、「信頼」など、成
員間の相互利益を得るための諸特徴を表す概念であると述べ、ソーシャル・キャピ
タルを「橋渡し
ブリツジング
型」と「結 束
ボンデイング
型」を区別し、それが極めて重要だと指摘する。
)
(柴内康文訳『孤独なボウリング―米国コミュニティの崩壊と再生』柏書房、
、 ～ 頁)
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「橋渡し型」は、外向きで、諸集団の壁を越えていく動きを特徴とする。たとえば、
公民権運動やエキューメニズムに立つ諸教派・宗教間の協力関係といった、諸集団
横断的に人々を結びつけるネットワークがこれに当たる。また、集団の外部資源と
の連携や情報の伝達に有益である。他方の「結束型」は、内向きで、排他的な帰属
意識を強化し、均質な集団を形成する動きである。たとえば、ある民族の友愛団体
や教会の読書会などがこれに当たり、特定の互酬性の安定と連帯の強化に適切であ
る。社会学的には、橋渡し型は効果的な「潤滑剤」として、結束型は強力な「接着
剤」として機能する。なお、ソーシャル・キャピタルは、一般に「社会関係資本」、
「社会資本」と訳されるが、本稿では、ソーシャル・キャピタルを採用する。
エリック・ ・アスレイナー )によれば、前述のキリスト教原理主義者は、自分
たちのコミュニティに閉じこもって分離主義を貫く傾向があり、主流派プロテスタ
ントは、対照的に、他の宗教団体と連携を図ってきた歴史を持つ。つまり、原理主
義者は結束型を最大の特徴とし、一方で主流派プロテスタントは橋渡し型を特徴と
する。
ジャネル・カリー )は、「橋渡し型」と「結束型」のそれぞれの概念を用いて定
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量的研究を行った。本研究ではその成果を参考に調査項目を設定した。カリーはア
イオワ州の農業地帯に位置する つの相対的に均質な宗教共同体を研究対象とし
た。カリーは、橋渡し型は、多様な集団を横断的に連携させるネットワークの一形
態と見て、会員として加入している 人当たりの団体数の平均を橋渡しの測定値
としている。一方、結束型は、集団の共同体主義的な傾向の強弱によって測ること
ができ、カリーは集団の維持発展への関心を共有しているかどうか、さらには、自
らが属するコミュニティへの関心をその基準としている。つまり、他団体と多くの
関係を結ぶ人の多い集団は「高・橋渡し型」で、開放性を特徴とする。それとは反
対に、関係が少ない人の多い集団は「低・橋渡し型」で、閉鎖性を特徴とする。自
集団にのみ関心の高い人の多い集団は「高・結束型」で共同体主義を特徴とし、自
集団にも関心の低い人の多い集団は個人主義を特徴とし、「低・結束型」集団である。
これをマトリックスとして図式化すると、図表 のようになる。
そこで本研究では、ボランティア活動をその集団への関心の高さ、つまり「結束
型」の指標とし、他の集団でのボランティア活動や他集団の会員の保持を「橋渡し
型」の指標と捉え、次のように質問を設定した。
質問
「あなたは自分の教会や関連のボランティア活動に定期的に参加しています
か?」
「参加している場合の頻度はつぎのどれにあたりますか? 週に 回以上、
週に 回、月に 回、年に数回、年に 回、年に 回未満」
「あなたは教会には関係のないボランティア活動に定期的に参加しています
か?」
「参加している場合の頻度はつぎのどれにあたりますか? 週に 回以上、
週に 回、月に 回、年に数回、年に 回、年に 回未満」
「あなたは所属の教会以外に、職業、専門、学術、教育、文化、スポーツ、
余暇に関係するグループ、組織などの会員ですか?」
「会員である場合、いくつの組織の会員ですか? 、 、 、 、 以上」
Ⅲ．データの分析と考察
ここでは、各質問への回答の集計を示した上で考察を加えることにしたい。
(）福音派
質問
「あなたは自分を福音派と呼びますか? その場合、そうでない場合、なぜ
ですか?」
「聖書は神の言葉であり、したがって、その中に誤りがないことを信じます
か?」
「回心体験、または『ボーン・アゲイン』体験をしたことがありますか?」
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「キリストはあなた自身の個人的な救い主だということを信じますか?」
「福音のメッセージを、キリスト教を信じない人々に自ら進んで伝えたいで
すか?」
～ のすべての質問に「はい」と答えたのは、全回答者の ％（ 人）であ
った。 ～ までは「はい」と答えたものの、 で自分自身を「福音派」と考
えていない人は、 ％（ 人）であった。つまり、これは客観的な指標では福音
派と呼べるのに、自分自身ではそれを自覚していない場合である。したがって、客
観的指標でも、主観的にも福音派である人、つまりもっとも狭義の意味での福音派
は ％（ 人）であるが、客観的指標では福音派でも、自分が福音派であるとい
う自覚のない人も含めると、 ％（ 人）が福音派ということになる。（図表
参照）
他方、 ～ までの質問で つでも「はい」と答えたのは、質問ごとに整理
すると次のようになる。 聖書の無謬性を信じる人は ％（ 人）である。
の「ボーン・アゲイン」体験を持つ人は ％（ 人）である。 のキリス
トを魂の救い主と考える人は ％（ 人）である。 の福音の伝道意欲のある
人は ％（ 人）であった。
教会別に見た場合、教会 の福音派の信徒数は 人中 人、教会 では 人
中 人、教会 では 人中 人、教会 では 人が福音派である。（図表 参
［
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照）先述のように、教会 、 は神学的に保守的な信徒が多数所属する教会である。
(）原理主義
質問
「あなたは自分を原理主義者と呼びますか? その場合、そうでない場合、
それはなぜですか?」
「原理主義者とはどのような人ですか?」
「あなたは自分の子供を公立学校に通わせていますか?」
「もし『いいえ』なら、あなたの子供をどのように教育していますか? ま
たそれはなぜですか?」「宗教とはかかわりのない私立学校」「キリスト教
の学校」「在宅教育」
の質問に対し、肯定的に答えたのは、 ％（ 人）であった。原理主義者
とはどのようにイメージされているかについて、 の自由記述から記述を拾う
と次のようになる。
．聖書を一字一句字義通り信じる
．聖書、規則、儀礼を厳格に理解し守る狂信的なキリスト教徒
．何事にも厳格
．聖書は神の言葉で無謬
．変化を恐れ、物事の白黒をはっきりさせる
．信仰を異にする人々から孤立して生活する神秘的な存在
．理論的にはキリスト教の根本的な信条を固く信じる人
．キリストが自分の救い主と信じる人
．聖母マリアの無原罪の堕胎、処女降誕、イエスの復活、聖書の無謬性を信じ
る人
このように、ほぼ福音派の定義と同じような理解の仕方であった。 番目に記さ
れているように世俗社会からの分離主義を示唆する記述はあるものの、ディスペン
セーショナル・プレミレニアリズム、すなわち差し迫るキリストの再臨という切迫
感情を伴う終末論的な世界の理解をしている人は誰もいなかった。自らを原理主義
者だと自覚している人々の原理主義者の定義の特徴ですら、一般的な福音派の定義
であった。
ところで、原理主義者と自覚している 人のうち と で、子供たちを公
立学校に通わせず、在宅教育（ホーム・スクーリング）を受けさせていると答えた
のは 人である。自覚なく在宅教育と答えたのは 人で、しかもその被験者は保
守的な福音派と原理主義者が多いとされるカルヴァリー・チャペルの牧師であっ
た。在宅教育採用の理由として、「公教育はしっかりした道徳的基盤を欠き、躾の
なっていない児童生徒を生みだしている」と記している。ところが、この人は
の質問には無回答で、「人により原理主義についての見解は異なる。残念なが
ら、その意味は（実際ケースによっては正しい場合もあるが）否定的な意味合いを
もつ過激主義と見られている」とコメントしている。また、 の原理主義者の
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定義の欄では無回答となっている。
(）政治的イデオロギーと政党支持
質問
「あなたは政治的に保守派ですか、リベラル派ですか?」
福音派の信徒の ％（ 人）は政治的に「保守派」と答えたのに対して、 ％
（ 人）が「リベラル派」と答えている。一方、非福音派の ％（ 人）は「保守
派」と答え、 ％（ 人）は「リベラル派」と答えた。福音派の ％（ 人）、
非福音派の ％（ 人）は無回答であった。（図表 参照）
質問
「政治で支持する政党はありますか? もしあれば、それはどちらですか?
そしてなぜですか?」「共和党」「民主党」「その他」「なし」
次に政党支持についてであるが、福音派の ％（ 人）は共和党を、 ％（
人）は民主党を支持政党に挙げた。一方、非福音派の ％（ 人）は共和党を、
％（ 人）は民主党を支持政党に挙げた。そして、福音派の ％（ 人）、非
福音派の ％（ 人）はどの政党も支持していないと答えている。（図表 参照）
福音派に限定すれば、 割が共和党を支持し、およそ 割が民主党を支持し、お
よそ 割は支持政党なしと答えている。非福音派のおよそ 割は共和党を支持し、
割を超える信徒は民主党を支持し、およそ 割が支持政党を持たない。この結果
は、福音派の 割が保守的なイデオロギーを持ち、共和党を支持していることは、
図表 に示したように、福音派が共和党の支持母体であることを示すものではあ
る。しかし一方で、 割が民主党、 割が支持政党を持たないという事実は、福音
派左派もしくは宗教左派 )のイデオロギー的・政党支持傾向を裏付ける結果と見
) 福音派左派および宗教左派に関しては、拙著『アメリカと宗教―保守化と政治化のゆくえ』（中
公新書、 ）の 章、 章で詳しく論じているので参照されたい。
［
図表 図表
ることもできる。この点は今後詳細な検討が必要である。
以上の結果を、 つの教会ごとにまとめたものが図表 である。信仰と政治的イ
デオロギーとの関係は、教会別に見ていくとその関係が明確になる。数値は、同じ
教会に所属する信徒で回答した信徒数に占める割合である。
教会 は、政治的に保守派と自認する信徒の割合が ％（ 人）であり、政治
的にリベラルと認める信徒は ％（ 人）である。政党支持では、共和党が ％
（ 人）であり、民主党が ％（ 人）であり、無支持が ％（ 人）である。政
治的にはリベラル派であり、民主党支持者が圧倒的多数を占めている。
教会 は、政治的保守派の信徒の割合は ％（ 人）、リベラル派が ％（
図表 白人福音派からの得票率（ )
民主党候補 共和党候補
/ /
/ /
/ /
/ /
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出典：
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び
より作成。括弧内は後者の統計から。
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図表
人）、無回答が ％（ 人）である。一方、共和党を支持する信徒の割合は ％
（ 人）、民主党支持者は ％（ 人）、支持政党がないと答えたのは ％（ 人）
である。
教会 は、政治的保守派と答えたのは ％（ 人）であり、政治的にリベラル
派が占める割合は ％（ 人）である。無回答は ％（ 人）である。他方、共
和党支持者の割合が ％（ 人）、民主党支持者の割合が ％（ 人）であり、
支持政党なしと答えた信徒の割合は ％（ 人）となっている。
教会 は、回答者が 人で、政治的保守派であり、共和党支持者である。
この結果から、教会 と にはリベラルな政治的信念を有する信徒が多く、民
主党支持者の割合が 割を超えていることがわかる。ことに、教会 のリベラル
派の信徒の割合と民主党支持者が占める信徒の割合がともに 人のうち 人と
なっている。一方、教会 は、政治的に保守的な信徒が 人のうち 人（ ％）
であり、共和党支持者も 人中 人（ ％）である。教会 は、 人（ ％）
が保守派であり共和党支持者である。教会 と は、 つの教会の中ではもっと
も政治的に保守的な教会である。すでに述べたように、教会 は神学的にもっと
も保守的であり、政治的にも保守的なイデオロギーを持ち、共和党を支持する信徒
が多く所属している教会である。
また、図表 から分かるように、 年の大統領選挙以来、原理主義者を中心
として形成された宗教右派集団の台頭に伴い、白人の保守的な福音派は一貫して共
和党を強く支持するようになった。したがって、上記で検証されたことは、神学的
に保守的な福音派は政治的には保守的なイデオロギーを選好し、保守政党を支持す
るという一般的傾向に一致している。
(）ソーシャル・キャピタル
質問
「あなたはあなたが所属する教会かもしくは関連のボランティア活動に定期
的に参加していますか?」
「参加している場合の頻度はつぎのどれにあたりますか? 週に二度以上、
週に一度、月に一度、年に数回、年に一度、年に一度未満」
「あなたは教会には関係のないボランティア活動に定期的に参加しています
か?」
「参加している場合の頻度はつぎのどれにあたりますか? 週に二度以上、
週に一度、月に一度、年に数回、年に一度、年に一度未満」
「あなたは所属の教会以外に、職業、専門、学術、教育、文化、スポーツ、
余暇に関係するグループ、組織などの会員ですか?」
「会員である場合、いくつの組織の会員ですか? 、 、 、 、 以上」
ここでは、教会 、 、 の 、 、 の項目の比較を行う。教会 のサン
プルが であるため、同教会は考慮に入れなかった。
図表 に示したように、ボランティアについて、自分が属する教会に関係する
［
ものに週 回以上参加すると答えた人は、教会 では ％（ 人）、教会 では
％（ 人）、 教会では ％（ 人）であった。このことは、教会 と がお
よそ 割の信徒が自分の属する教会のボランティアに週に 回以上参加しており、
高・結束型ソーシャル・キャピタルを有する教会であることを示している。一方、
教会 は 割に満たない信徒が自分の教会でのボランティアに参加しているが、
これは低・結束型とするには値が大きいように考えられる。
図表 に示されているように、自分が属する教会とは別のボランティアに週
回以上参加していると答えた人は、教会 では ％（ 人）、教会 では ％
（ 人）、教会 では ％（ 人）である。こうしてみると、教会 は高・橋渡し
型であり、教会 と は低・橋渡し型と見ることができる。なお、平均年齢との
関係では、教会 が 歳、教会 が 歳、教会 が 歳であり、教会 ・
よりも教会 の平均年齢が高く、年齢は低・橋渡し型とは無関係であることがわ
かる。
図表 のように、自分が所属している教会以外に会員となっている集団につい
て、 つ以上と答えたのは、教会 では ％（ 人）、教会 では ％（ 人）、
教会 では ％（ 人）である。 つ以内と答えたのは、それぞれ ％（ 人）、
％（ 人）、 ％（ 人）であった。このことから、教会 は高・橋渡し型であ
り、教会 は低・橋渡し型と見ることができる。
以上 つの指標から、教会 は共同体主義に立つ高・結束型であり、かつ他の
集団にも開かれた高・橋渡し型ソーシャル・キャピタルの教会ということができ
図表
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る。教会 は、個人主義的な信徒と共同体主義的な信徒が存在する集団で、結束
型では中間に位置する。仮に中・結束型としておく。さらに、他集団でのボランテ
ィアにおいても、その他の会員数からしても比較的閉鎖的な、低・橋渡し型ソーシ
ャル・キャピタルを特徴とする集団である。教会 は、低・橋渡しに位置し、
高・結束型ソーシャル・キャピタルを特徴とする集団といえる。仮に、 つの教会
を図表 で示したマトリックスで位置付けるとすれば、図表 のようになる。
むすびにかえて
本稿では、モデスト市の つ（実質的には つ）の教会からのアンケート調査
に基づいて、これら教会信徒の信仰の形態が社会・政治的関係にどのような影響を
与えるかについて論じてきた。最後に、本稿での議論のまとめを以下に書き留めて
おきたい。
．福音派の信仰に関する概念規定は極めて複雑である。一つには、信徒が認識
する自分自身の信仰の形態と、観察者が質問表から客観的に読み取れる信徒
の信仰の形態との間にズレが生じる場合があるからである。本研究では、信
徒自身により自覚された信仰も無自覚の信仰も、ともに福音派の定義に含め
た。
．福音派と同様に原理主義の信仰に関する概念規定も極めて複雑である。原理
主義者については自覚している被験者はいなかった。さらに重要なことは、
原理主義については、被験者による定義が極めて曖昧であり、福音派とほぼ
［
図表
同じ意味で理解されていたことである。誰一人として、ディスペンセーショ
ナル・プレミレニアリズムを原理主義の一条件として挙げる者はいなかった。
．原理主義者が多く属しているアセンブリーズ・オブ・ゴッド教会系の教会
からのサンプルが 人であったことから、サンプルが絶対的に不足してい
た。今後の課題として、原理主義者を対象にアンケート調査を実施する必要
がある。
．政治的イデオロギーでは、福音派は保守的イデオロギーを、主流派はリベラ
ルなイデオロギーを信奉する。一方、政党支持では、福音派は保守党である
共和党を、主流派はリベラルな民主党を支持する傾向がある。特筆すべきは、
福音派の中には、リベラルなイデオロギーを信奉し、リベラルな民主党を支
持する者もいる。このことは、福音派左派や宗教左派の存在を裏付けるデー
タでもある。今後面接調査などによって、立ち入った検討を行う必要がある。
．ソーシャル・キャピタルについては、先述のように、主流派教会は福音派教
会よりも高・橋渡し型であり、福音派教会は主流派教会よりも低・橋渡し型
となる傾向がある。しかしながら、本研究では、非福音派信徒の多い敬虔
派・再洗礼派の教会 は高・橋渡し/高・結束型であり、主流派である教会
は低・橋渡し/中・結束型であった。一方、保守的な福音派が多数を占める
教会 は、低・橋渡し/高・結束型であった。
．教会 は、高・橋渡し/高・結束型である。厳格な教義よりは正しい生活と
実践を重んじ、絶対平和主義を唱える。海外でのボランティア活動も盛んで
ある。こうした教会の教えや実践がソーシャル・キャピタルに影響を与え、
世界に開かれた活動を展開している。敬虔派の影響下の場合は福音派教会で
あるが、再洗礼派の場合は福音派にも主流派にも分類される教会である。し
かし、福音派の割合が ％（ 人/ 人）ということから、教会 は再洗礼
派に属する主流派教会と判断される。この点は、面接を通じて検証する必要
がある。
．教会 は、低・橋渡し/中・結束型である。主流派教会は一般に高・橋渡し
型を特徴とするが、本研究では低・橋渡し型という結果であった。これにつ
いては、調査項目/質問内容を再吟味する必要がある。加えて、面接による
詳細な検討も必要である。
．教会 は、低・橋渡し/高・結束型である。福音派教会であることから、
低・橋渡し/高・結束型という結果は想定内であった。先述のように、福音
派左派の存在の可能性が確認されているので、面接調査で詳細にわたってデ
ータを収集する必要性がある。
．本稿では質問項目に不備な点も多く、またアンケート用紙の回収状況につい
ても様々な課題が残った。特に、ソーシャル・キャピタルに関しては、今後
も調査項目を検討してより精緻なものにしていきたい。
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